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近江早宮御創建に就て
?
聖 君
　我國上代に於ける皇居は清楚朴素のものであり，謄躍當時の風閣として父子
別居のことあり，随って皇太子の宮居し給びし所が先帝崩御の後事の儘皇居と
なったのである．故に歴代毎に皇居の位置が攣ったのである．大和地：方には其
の遺阯の存在するものが勘くない．彼の橿原の宮と云ひ，藤原の宮と云ひ，飛
鳥の宮と云ぴ，皇居移御の頻々たるととを物語るものである．
　然しながら以上の軍なる理由以外に皇居移榑の事も行はれた．それは外國と
の交通關係上，岡岬の地を選定せられたり，叉或特種の事情に依り移縛せられ
たこともないではない．
　天智天皇が近江の志賀に都を食められたのは，大和地方に於ける豪族の蹟屋
が強く，天皇御親政の理想的悪行が困難になって，「青丹よし奈良山を越え，
いかさまにおぼほしめせか」さSなみの近江の志賀に都を食め給び，以て人心
を一新し，薔來の晒習堕力を打破し更始一新の政治を實現せんとせられた御思
召に外ならぬ．歌聖人丸には其の遠謀深慮のあったことが，判らなかったのは
無理もなからう．
　惟ふに天智天皇は聖徳皇太子と同じく，夙に大陸文化を採即し，文彩彬々た
る政治機構を建設することに湛進せられ，而も勇往の御対質に至っては遙かに
聖徳皇太子を凌がせられた．御親ら干詑を執って逆賊蘇我の入鹿に天諒を加へ
させられたるが如き，其の御勇肚の程は察するに飴ある．
　而して，七三の御才能と鬼神も避くべき御事塊とを以て，庶政鼻端着々とし
て途行遊ばされた．
　翻って，當時の杜會文化の程度を覧るに，繹1曾曼師が支那大陸より蹄朝して
初めて「彗星」の名を傳へて，一般人を驚歎せしめたるが如き，又富士河邊の
大生部の多が昆虫の三筆態を不思議として，常世の紳として崇信し愚民を惑は
し財寳を揃ち，家宅を捨てS，之を禮拝したるが如き醜態を演じた．
　斯くの如く科學文明の程度低く，人間の観察力の朦朧たる時代に予て，天智
天皇が漏刻を作り鐘鼓を撃って，民に時刻を示された如きは正に群麗一聲，實
に尖端的の御事業と敬仰拝察し奉るのである．年時支那の尭帝が「暦象日月星
辰・敬授人時」帥ち賦役の民を有閑の時に使用せられた聖業以上の文化的施設
であると，ひたすら敬虚の念措く能はざるものがある．
　さSなみの志賀の都は時代極めて短く歴史家の間に於て，其の遺阯は相當論
議せられたのであるが，今回畏くも　御勅命に依り近江乖申宮の創建を見るに至
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つた．吾等天文に心を寄せる者，心のときめきを感ぜさられんやである．
　叉天智天皇山科陵は京大花山天文憂の程近くに在り．「時の帝」と因縁淺から
ざるを痛切に感ずるものである．さもあらばあれ，皇紀二千六百年の記念事業
とレて，創建せらるL近江紳宮は「時のみかど」「學術のすめらぎ」として吾等
同人はとはに敬仰崇拝して，學術日本の將來を壽がんとする．
止ヒの機會に於て吾等は敬崖の至誠を輸すべき，何等かの工夫もがなと思惟す
る．大前に至誠を表現すべき何物かを奉献し，未來永却のモニュメントたらし
めんと希求して己まない所である．
　　　近江の荒都を潔くる時，柿本人血が詠める歌
　たまたすき　　　　　　　　　　　　　　ひじり　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　こごこピ　　つが　　　　　いやつ壁つを
　玉樫山火の山の，程原の聖の御代ゆ，生れまし」紳の盤，膠の木の彌寛々
　　　　　　　　　　　　　そらみ　つ　　　　　　　　　　　　　　　い　かさよ　　おも　に，天の下知うし召し」を；虚見津大和を置きて，如何様に思ほしめせか，
　あまさか　　ひち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さトなみ　天離る鄙にはあれど，石走る近江の國の，残塁の大津の宮に，天の下知うし
　　　　　　すめらギ　　　　　　　　　　　　　　　この　めしけむ，天皇の紳の尊の，大殿は此虞と言へど恵，春草の茂く生ひたる，
　　　　　　　　　　　もト　し　き　霞立つ春日の霧れる，百磯城の大宮庭，見れば悲しも
　　　反　　歌
　　　　　　　　　　　　さき　さざなみの　志賀の辛辛　幸くあれど
　　　　大宮人の　船待ちかねつ
　　　　　　　　　　まマほわだ　ささなみの　志賀の　大曲よどむとも
　　　　昔の人に亦も逢はめやも
口　1　デ師　の卦
　スペインの東部エブロ河畔にある1・ルト1ザ市の郊外の“エブ二天文豪”の甕
長ロiヂ師Rev．　Fr．　Lu｛s　Rod6s，　S．　J．は去る六月7日一回巫昂進のため，地中
海パレアリク諸島のマヨルカ島Bianara｛x村に於いて逝去された．享年57歳．
　前後30ケ年にもわたるロ1デ師の研究生活は，天文と氣象と爾：方面にわたっ
て，實に見事な成績であった．師は若い頃，米國で教育を受け，エブロ天文匿
長となってからも，蹴米諸國へ國際會議のため度々族行をし，世界至る所に友
を有ってみた．最近，スペイン國の内乱のため，國内は共産軍と國民軍との間
に二二を事とし，其のため，師の天文蔓も直接間接に被害も多かった．中にも
昨年四月12日，天文壼の所在地たるR。questasが赤軍の手に陥った前後には，
師は病躬の身に，樹ほ職務上の責任を感じ，苦拶の極に達した．現に，筆者は
昨年八月目トクホルム市で開かれた國際天：文同盟の第6回総會に於いてロ1ヂ
師に倉つた時，師は“エブロ河の名は，今後，天文皇の所在地としてよりも，
職場として，世界に有名になりませう”と言って，暗い顔をしてゐられたのを
畳えてみる．師の晩年は，實に非常時動齪の一つの貴い犠牲となったのであっ
た．
